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施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

施策目標を達成するためには，経済的理由により，修学が困難な者への支援が必要であり，奨学金貸
付制度は，事業手法として適切で効果の高い事業であることから，今後も継続して実施していく。た
だし，奨学金を必要としている者が，貸付を受けられるようＰＲの強化が必要である。

今後も宇都宮大学教育学部との連携事業を継続し，理論と実践を統合した研究を重ね人間力向上を推
進していく。
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小中学校教員，市職員 Ｈ１８
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当該年度の貸付者数Ｓ４３

重点事業

３　今後の取組方針

⑧取組の
考え方

見直し事業

これまで以上に，市民一人ひとりの自己実現を支援し，高度で専門的な学習機会を充実することが求められていることから，高校，高等教育の充実を積極的に図っていく。

奨学金貸付事業のＰＲ，市内大学との連携促進，ニーズを捉えた市民大学における学習機会の提供，および，より高度で専門的な学習機会を提供するリカレント教育を推進していく。
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市内８大学の公開講座数は増加傾向にあり，高度で専門的な学習機会が充実してきてい
る。また，奨学金を必要としている者が融資を受けやすくするため，１２月末まで募集期
間を延長するなど，見直し改善を図ることにより，修学困難者に対する高度で専門的な学
習機会の確保が図られている。
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４　施策を構成する事務事業一覧
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２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

取組の
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担当課 教育企画課

総合計画
　政策の柱

政策目標
（基本施策目標）

信頼される学校教育が推進され，児童生徒が充実した学校生活
を送っています。

「信頼される学校教育を推進する」ため，確かな学力を身に付けた児童生徒を育成するための「学力向上の推進」，心身ともに
たくましい児童生徒を育成するための「豊かな人間性と健やかなからだの育成」，信頼性の高い，特色と魅力ある学校づくりの
ための「地域と連携した独自性のある学校経営の推進」，教育施設の安全性・快適性を高めるための「教育環境の充実」，特別
な支援を必要とする児童生徒に適切な教育を提供するための「特別支援教育の充実」，教職員の資質・専門性の向上を図るため
に「高い指導力と情熱絵尾もつ教職員の育成」，生涯にわたる人間形成の基礎を培うために「幼児教育の充実」，市民の自己実
現の一翼を担う「高校，高等教育の充実」に，重点的に取り組みます。

市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
政策名

（基本施策
名）

信頼される学校教育を推進する
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前年度と比較して市民大学の開催回数は増加しており，開催講座によっては定員以上の参
加者があり，市民ニーズが高い。奨学金の貸付者数は前年度と同人数程度であるが，今後
の社会・経済情勢の変化により，ニーズが拡大する可能性がある。

継続

Ｈ２２

不十分である
説
明

宇都宮大学との連携や市民大学の開催は，高度で専門的な学習機会の充実に大きく貢献し
ている。また，奨学金貸付事業は，経済的な理由で修学が困難な者に対して等しく学習機
会を提供する事業として有効性が極めて高い。
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担当課

宇都宮大学教育学部連携事業負担金

9
連携協議会，分科会開催回数

教育企画課

249,952施　策　事　業　費　合　計 243,435

112 129
講座実施回数
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再掲

大学コンソーシアムとちぎは，参加校の一部の正規授業科目を一般社会
人や高校生も受講できる「オリジナル授業科目」として提供しており，
公開講座数の拡大に一役買っている。21年度からは，宇都宮市と協力
し「実践・宇都宮のまちづくり」の講座を開催するなど積極的に事業を
推進している。

奨学金貸付事業については，様々な機会を捉えて積極的にＰＲしていく
必要がある。
リカレント教育については，市内８大学や大学コンソーシアムとちぎな
どとの連携を強化し，公開講座等の充実を図る必要がある。

より多くの市民に学習機会を提供するため，市民の学習ニーズを的確に捉え，地域教育の視点も取り
入れながら，内容を更に充実したものにして実施していく。
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（特記事項）

①施策名

指標③

外部意見
その他

国・県等の
動向

高校，高等教育の充実

③施策を
取巻く環境

②施策目標

国は，各大学，短期大学，高等専門学校における教育研究資源を活用し，社会人の学び直し（リカレント）ニーズに対応した教育プログラムを支援してい
る。また，家庭の状況にかかわらず，全ての意志ある高校生等が，安心して学習に打ち込める社会をつくるため，国費により，公立高等学校の授業料を無
償化するなど家庭の教育費の負担を軽減する施策を22年度からスタートさせた。

市民一人ひとりの自己実現が図られる高度で専門的な学習機会の充実への取組が求められている。

市民が自己実現を図るために必要な，高度で専門的な学習機会や場が充実しています。
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